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平成２１年度　決算報告書
国立大学法人　東京農工大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額
差　額

（決算-予算）
備考

収入

　運営費交付金 6,368 6,368 0

　施設整備費補助金 1,132 2,195 1,064 （注１）

　船舶建造費補助金 0 0 0

　施設整備資金貸付金償還時補助金 0 0 0

　補助金等収入 654 1,211 557 （注２）

　国立大学財務・経営センター施設費交付金 36 36 0

　自己収入 3,815 3,906 91

　　　授業料，入学料及び検定料収入 3,446 3,469 23 （注３）

　　　附属病院収入 0 0 0

　　　財産処分収入 0 0 0

　　　雑収入 369 437 68 （注４）

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,454 2,474 19 （注５）

　引当金取崩 4 3 △ 1

　長期借入金 849 310 △ 539 （注６）

　貸付回収金 0 0 0

　承継剰余金 0 0 0

　旧法人承継積立金 0 0 0

　目的積立金取崩 673 629 △ 44 （注７）

計 15,985 17,132 1,147

支出

　業務費 7,907 7,836 △ 71

　　　教育研究経費 7,907 7,836 △ 71 （注８）

　　　診療経費 0 0 0

　一般管理費 2,913 2,993 80 （注９）

　施設整備費 2,017 2,542 525 （注10）

　船舶建造費 0 0 0

　補助金等 654 1,201 547 （注11）

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,454 2,436 △ 18 （注12）

　貸付金 0 0 0

　長期借入金償還金 40 40 0

　国立大学財務・経営センター施設費納付金 0 0 0

計 15,985 17,048 1,063

収入－支出 0 84 84



（注12）(注５)に示した理由等による１９百万円の増、事業の繰延による３７百万円減のため、予算額に
　　　　比して決算額が１８百万円少額となっています。

（注６）長期借入金については、借入を予定していた事業が低額に抑えられたこと及び借入額を圧縮する
　　　　ため、経費等を節減し学内予算を本事業に充当することができたため、予算額に比して決算額が
　　　　５３９百万円少額となっています。

（注７）目的積立金取崩については、執行計画の見直しを行ったため、予算額に比して決算額が４４百万
　　　　円少額となっています。

（注８）業務費については、給与改定、雇用計画の見直しによる３４０百万円の減、予算段階では予定し
　　　　ていなかった学内の環境整備等による２８８百万円の増のため、予算額に比して決算額が７１百
　　　　万円少額となっています。

（注９）一般管理費については、予算段階では予定していなかった学内の環境整備等による１６４百万円
　　　　の増、給与改定及び雇用実績が雇用計画を下回ったことによる８４百万円減のため、予算額に比
　　　　して決算額が８０百万円多額となっています。

（注10）(注１)及び（注７）に示した理由等により、予算額に比して決算額が５２５百万円多額となって
　　　　います。

（注11）(注２)に示した理由等による５５７百万円の増、事業の繰延による１０百万円減のため、予算額
　　　　に比して決算額が５４７百万円多額となっています。

（注５）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、国及び民間等からの受託研究、共同研究の獲
　　　　得に努めたため、予算額に比して決算額が１９百万円多額となっています。

○予算と決算の差異について

（注１）施設整備費補助金については、平成２１年度補正予算による補助金が採択されたため、予算額に
　　　　比して決算額が１，０６４百万円多額となっています。

（注２）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金が採択されたため、予算額に
　　　　比して決算額が５５７百万円多額となっています。

（注３）授業料，入学料及び検定料収入については、授業料未納者等の減少により、予算額に比して決算
　　　　額が２３百万円多額となっています。

（注４）雑収入については、家畜治療収入等により、予算額に比して決算額が６８百万円多額となってい
　　　　ます。


